







































日から22日の11日間の川平町と三山町での巡回診 投に第-医院 (新興善小学校)と第二医院 (陳早
点に朗する報告 分院)があった｡昭和24年7月.救班班iE成に関
する会談が第-医院と第二医院にて行われた際の
LLThL
日米合同調査団診察記録
長崎医科大学で被処した161名の診察記韓
(附属図書館医学分館所蔵)
原子妹弾統計表
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日本育英奨学金受給者に関する記録
昭和24年2月､学生課で作成された戦災死亡者の
育英集金返還の免除厭いなどの実科
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il骨引渡-E表
各教室別の教室員､入院患者および付添人の生死 8月14日から9月末までに遺骨を引き渡した名簿
状況 (手書きの名簿)｡教室には柘床と基礎がある
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原子坪井当時の人Jt-E蓑
IEJt･学生の生存者と死亡者の人赦
せJt 生存411名､死亡346名
入院患者及付添人 生存54名､死亡73名
学部 生存189名､死亡146名､不明32名
医■ 生存144名､死亡254名､不明26名
薬書 生存171名､死亡40名
長崎医科大宇報国Eg]役Jt名義
昭和18年10月の役A名…書.団長の角尾晋および理
事､班長の氏名が王己されている
原I暮当時の死亡者及び生存著名9I
各教室別に死亡者及び生存者の書名.氏名が妃称
されている (r原子≠沸統計表Jをhr写版印刷した
ものと思われる)
TIME托
I995年8月7日発行の表紙には医科大学被災写JE
が掲載された｡長5(暮借元医学部長がTIME技に当
時の医科大学の韻書状況と二度と核が使用されな
いことを祈るといった内容の手放を出した｡1995
年8月28日のTLME誌には手洗のJl後のl行だけが
掲正された
ルモンド紙 (意見広告)
1996年1月28日､医学部の教官と学生の有志が核
実検の強行を続けるフランスの有力紙ルモンドに
核実挨停止を呼び掛ける意見広告が掲載された
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文部大臣弔辞
昭和20年11月2日､文部大臣前田多門の長崎医科
大学の殉難者に対する弔辞
マンハッタン報告書 (マイクロフィルム)
1946年4月､バーネット大佐からウオーレン大佐
に提出された r広JLと長崎におけるマンハッタン
管区EZl原子壌弾調要田｣の最終報告t｡被姓50周
辛 (1995年)に長崎放送の開口達夫氏がアメリカ
の国立公文丁館から入手したもの
IZ■■4■rLIJA +rtt書托災書Ft
｢
教授会開催通知｡fK事は論文受理と輪文書萱｡報
告事項は学長の出張報告
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故内ii勝利教授の名刺
当時､長崎医科大宰相JL院長であった
お
ろ
火
～
伯
1㌧
そ
+
1日
日
で
･
-
タ
･4.舟
を
ナ
し
1
て
r
た
す
l
ゼ
一.
.Lh
つ
″･-
･-
i･ト
‥エ
イ.岸
ナ
:
'A.
]
㌦
T
J
r∴
.ソー
.]
/
～
方
..一♪
T
Y
虞
r.J
亨
で
1
化
Y
だ
i
J
L
き
C
t
i
.
ち
芯
モ
与
す
〃
之
へ～′
も
甘
応
祈
り
.i,
学校教Jt学生生徒旅客運井割引旺 永井隆博士の私信
昭和19年3月に発行された故内藤勝利教授の旅客 1950年2月7日､永井隆がサムエル ･ベルグ先生
運1割引EE にあてた手軽 (米Ei)陸丁病理学研究所返還実科)
?,2妬 IGlや耗k/′大 府ll
闇qt熊見栄Il
捺印 長崎医大報国隊腕章
本部の焼跡から振り出された l長崎医科大学Jと 小寺健次郎氏より寄贈
r医学専門学校Jの佼印｡印材が石であったため残
存した.書本葬勇 記 (附属園f偲医学分蛇所蔵)
